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【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所

岩
手
県
大
船
渡
市
大
船
渡
町
明
神
前

生
年
月
日

大
正
十
一
年
十
月

学

歴

昭
和
十
二
年
三
月

日
頃
市
高
等
小
学

校
卒
業

職

歴

同

十
二
年
四
月

建
築
大
工
徒
弟
修

業同

十
五
年

釜
石
製
鉄
社
宅
建

築

軍

歴

同

十
八
年
二
月

関
東
軍
一
〇
七
師

団
歩
兵
九
〇
連
隊
第
九
中
隊
に
現
役
兵

と
し
て
入
営

同

十
九
年
十
月

陸
軍
兵
器
学
校

同

二
十
年
四
月

九
十
連
隊
本
部

陸
軍
伍
長

同

二
十
年
八
月

満
州
西
部
国
境
に

て
日
ソ
戦
闘
に
参
戦

同

二
十
年
八
月
二
十
九
日

武
装
解

除

シ
ベ
リ
ア
抑
留

同

二
十
年
十
一
月
三
日

シ
ベ
リ
ア

ジ
ッ
プ
ヘ
ー
ゲ
ン
収
容
所
に
収
容
、
強

制
労
働
に
従
事

同

二
十
三
年
六
月

ナ
ホ
ト
カ
収
容

所

労
働

同

二
十
三
年
七
月

ナ
ホ
ト
カ
出
港

帰
国

帰
国
後
の
職
歴

同

二
十
三
年
七
月

建
設
業
自
営
、

大
船
渡
職
業
訓
練
協
会
長
、
大
船
渡
地

区
技
能
士
会
長

（
岩
手
県

田
辺

壮
久
）

こ
の
足
こ
の
目
の
記
録

岩
手
県

鈴

木

重
五
郎

幼
少
三
歳
原
因
不
明
の
病
。
目
か
ら
入
菌
、
放
置
す
れ

ば
失
明
し
て
死
亡
、
治
っ
て
も
馬
鹿
に
な
る
と
医
者
か
ら

択
一
宣
告
を
受
け
、
祖
母
は
馬
鹿
で
も
よ
い
か
ら
生
か
し
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て
お
き
た
い
と
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
十
一
月
、
仙

台
大
学
病
院
、
右
眼
手
術
。
家
族
は
頭
痛
の
種
、
祖
母
の

一
言
で
私
の
活
あ
り
。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
生
ま
れ

の
祖
父
が
入
籍
。
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
こ
ろ
か
ら

祖
父
、
畳
業
。
父
は
明
治
十
八
年
生
ま
れ
。
父
の
弟
妹
七

人
、
皆
心
配
、
皆
の
願
が
通
じ
、
今
日
あ
る
を
感
謝
し
ま

す
。昭

和
十
二
年
姉
は
岩
手
師
範
学
校
在
学
中
、
進
学
を
断

念
。
父
の
畳
業
で
い
か
ほ
ど
の
収
入
。

昭
和
十
五
年
卒
業
、
先
生
は
岩
手
殖
産
銀
行
推
薦
。
太
田

遠
野
支
店
長
さ
ん
と
校
長
室
面
接
、
採
用
決
定
。
そ
の
後

に
県
立
遠
野
中
学
校
か
ら
の
求
人
、
勉
強
捨
て
き
れ
ず
、

三
月
二
十
五
日
卒
業
、
三
月
二
十
六
日
よ
り
ラ
ッ
パ
手
心

得
と
し
て
勤
め
る
。

昭
和
十
六
年
元
朝
詣
り
太
陽
の
気
象
現
象
で
真
っ
赤
に

見
え
る
。
不
吉
の
予
感
。
同
年
五
月
二
十
三
日
、
米
内
光

政
海
軍
大
将
、
昔
か
ら
戦
勝
祈
願
に
遠
野
郷
合
祀
南
部
勤

王
五
世
南
部
神
社
に
参
詣
、
途
路
県
立
遠
野
中
学
校
休
憩

に
立
ち
寄
る
。
文
武
両
道
の
教
育
、
校
長
辻
悦
淳
慶
大
福

島
県
寺
住
職
、
配
属
将
校
陸
軍
中
尉
平
賀
清
一
郎
花
巻
出

身
。
石
川
文
三
、
佐
々
木
允
彦
、
佐
々
木
孝
、
給
仕

鈴

木
重
五
郎
の
四
人
で
接
待
す
る
。
大
き
な
岩
の
よ
う
な

ガ
ッ
チ
リ
し
た
体
格
、
顔
は
温
顔
、
笑
み
浮
か
べ
、
日
本

の
指
導
者
、
た
だ
た
だ
感
激
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
何
故

に
私
ま
で
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
の
か
、
真
意
分
か
ら
ず
。

辻
校
長
の
軍
事
一
色
よ
り
文
の
配
慮
か
ら
の
黙
案
で
な

か
っ
た
ろ
う
か
。

同
年
十
二
月
八
日
、
日
米
開
戦
、
戦
勝
祈
願
の
暗
示
の

来
校
と
推
察
す
る
。
昼
は
仕
事
、
夜
は
青
年
学
校
軍
事
教

練
、
日
一
日
と
急
雲
身
に
し
み
る
。

昭
和
十
七
年
十
月
、
岩
手
興
産
無
盡
株
式
会
社
遠
野
支

店
勤
務
、
い
よ
い
よ
戦
雲
急
を
告
ぐ
。
昭
和
十
九
年
四
月

繰
り
上
げ
徴
兵
検
査
。
第
三
乙
種
合
格
。
検
査
官
盛
岡
司

令
官
村
上
大
佐
に
宣
誓
す
る
。
金
銭
勘
定
ど
こ
ろ
で
な

い
。
女
子
だ
け
残
し
県
内
の
銀
行
無
盡
会
社
す
べ
て
の
職

域
か
ら
昭
和
十
九
年
十
月
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
日
本

内
燃
機
株
式
会
社
百
二
十
人
職
域
徴
用
と
し
て
行
く
。
無

盡
会
社
行
員
一
関
支
店
に
て
労
わ
り
の
言
葉
受
け
、
ソ
ロ
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バ
ン
を
工
具
に
か
え
兵
器
増
産
の
明
け
暮
れ
。

父
に
征
き
ま
す
と
、
昭
和
二
十
年
二
月
十
日
、
弘
前
東

部
八
十
部
隊
入
隊
。

二
月
十
六
日
、
弘
前
駅
長
、
普
通
は
「
発
車
」
と
言
う

が
「
出
発
」
と
声
高
々
と
宣
言
す
る
一
言
で
身
は
緊
張
す

る
。
昼
夜
無
停
車
。
玄
界
灘
は
陸
で
育
っ
た
者
に
は
き
つ

か
っ
た
。
船
酔
い
を
経
て
、
二
月
二
十
三
日
、
興
安
総
省

第
一
〇
七
師
団
二
〇
一
部
隊
一
大
隊
本
部
猪
俣
隊
に
現
地

入
隊
、
五
叉
溝
三
角
兵
舎
の
一
線
生
活
が
始
ま
る
。

初
年
兵
五
十
二
人
勢
ぞ
ろ
い
、
関
東
軍
の
一
任
一
歩
責

任
を
負
い
つ
つ
赴
任
す
。
班
長
斉
藤
市
太
郎
伍
長
、
教
育

係
木
村
善
作
兵
長
、
遠
藤
松
男
兵
長
で
あ
る
。
寝
食
は
隣

木
村
兵
長
、
鎌
田
庄
吉
、
米
崎
村
小
中
井
出
身
、
幼
き
体

に
訓
練
の
毎
日
で
肺
炎
の
病
魔
に
勝
て
ず
五
月
十
九
日
永

久
の
旅
路
に
冥
福
を
祈
る
。
同
月
補
充
兵
在
満
入
隊
す
、

三
カ
月
経
ず
し
て
年
若
で
も
古
年
兵
。
我
々
の
乗
っ
て
き

た
汽
車
は
折
り
返
し
九
州
防
衛
と
古
年
兵
の
人
た
ち
が
入

れ
替
え
で
行
く
。
定
か
な
ら
ず
。
一
期
検
閲
六
月
い
つ
し

か
仏
の
優
し
さ
の
目
も
皆
三
角
に
見
え
る
勇
ま
し
頼
も
し

恐
さ
の
目
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
九
日
陸
軍
大
佐
米
本
勝
男
、
宮

中
に
お
い
て
天
皇
陛
下
よ
り
軍
旗
奉
戴
一
周
年
記
念
日
で

祭
典
準
備
に
大
わ
ら
わ
で
あ
る
。
急
を
要
す
る
陣
地
構
築

で
十
五
日
繰
り
上
げ
実
施
さ
れ
る
祭
典
は
想
像
以
上
の
厳

粛
に
行
わ
れ
、
神
々
し
さ
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
た
だ
た
だ

有
り
が
た
い
。
一
人
前
の
生
死
を
誓
っ
た
。
祭
典
終
了
後

の
内
務
班
余
興
に
同
郷
の
門
前
盛
治
、
春
ま
だ
浅
き
戦
線

に
古
城
に
香
る
梅
の
花
せ
め
て
一
輪
母
上
に
便
り
に
秘
め

て
送
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
歌
っ
た
戦
友
、
梅
の
花
は
お
ろ

か
己
自
身
も
未
開
の
つ
ぼ
み
で
ハ
タ
ブ
ラ
ー
グ
の
凍
土
に

散
る
。
生
家
は
遠
野
物
語
の
発
祥
地
土
渕
常
堅
寺
カ
ッ
パ

渕
の
そ
ば
に
あ
り
。

七
月
五
日
こ
ろ
よ
り
陣
地
構
築
に
着
手
。
一
〇
七
師
団

の
部
隊
各
地
か
ら
続
々
と
集
結
す
る
。
七
月
、
師
団
司
令

部
五
叉
溝
に
木
村
伍
長
引
率
で
使
役
に
行
く
。
七
月
七
日

師
団
司
令
部
創
立
記
念
式
に
参
列
す
。
五
叉
溝
周
辺
は
約

一
カ
月
以
上
も
二
〇
一
部
隊
前
を
続
々
と
北
上
し
移
駐
し

て
来
る
部
隊
の
通
過
を
見
る
に
つ
け
、
一
戦
を
交
え
る
の
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は
遠
か
ら
ず
で
は
な
か
ろ
う
か
と
覚
悟
し
た
。

一
期
検
閲
後
、
傘
形
散
兵
の
軍
事
作
戦
初
年
兵
た
だ
一

人
参
加
す
る
。
南
方
作
戦
で
の
初
作
戦
？

八
月
一
日
編

成
替
、
配
属
輜
重
一
大
隊
猪
俣
隊
本
部
行
李
第
三
分
隊
長

木
村
善
作
伍
長
指
揮
下
、
十
二
人
入
る
。
鈴
木
は
一
週
間

後
北
支
の
通
信
教
育
隊
に
三
カ
月
く
ら
い
教
育
に
行
く
か

も
し
れ
な
い
と
内
示
を
木
村
光
雄
伍
長
の
犬
舎
に
行
っ
て

犬
に
か
ま
れ
し
と
き
に
言
わ
れ
る
。
班
違
い
な
の
に
変
だ

と
思
い
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
ら
の
指
示
な
る
も
の
か
不

明
。一

週
間
後
、
誰
も
予
想
し
な
い
九
日
未
明
飛
行
機
が
飛

来
す
る
。
モ
ス
ク
ワ
爆
撃
の
途
中
と
の
う
わ
さ
だ
っ
た
。

見
上
げ
る
と
急
降
下
、
厩
舎
直
撃
二
、
三
発
。
七
十
頭
の

馬
が
驚
き
生
き
た
心
地
が
な
か
っ
た
。
二
人
で
の
当
番
、

木
村
善
作
伍
長
に
引
率
さ
れ
、
弾
薬
糧
秣
八
車
両
に
積

む
。
九
日
午
後
十
時
を
期
し
師
団
撤
収
と
の
報
あ
り
。
ソ

連
機
四
機
が
飛
ん
で
来
て
弾
薬
庫
前
が
混
雑
し
て
い
る
。

一
機
は
三
個
爆
弾
投
下
、
物
凄
い
爆
発
音
と
と
も
に
黒
煙

は
大
火
を
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
連
隊
本
部
や
三
大
隊
の

行
李
班
は
早
朝
弾
薬
を
受
領
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
爆
撃
さ

れ
混
乱
す
る
。
一
大
隊
は
一
番
遠
い
の
で
糧
秣
を
先
に
受

領
す
。
山
本
茂
八
上
等
兵
よ
り
物
品
倉
庫
で
靴
下
二
十
足

受
領
す
。
戦
に
な
れ
ば
幾
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
ん
だ
の

親
心
。

五
叉
溝
か
ら
夜
間
出
発
。
昼
間
行
動
は
飛
行
機
か
ら
の

機
銃
掃
射
の
危
険
が
あ
る
。
出
発
し
て
間
も
な
く
夜
間
故

に
他
の
部
隊
が
割
り
込
み
、
一
車
両
が
事
故
で
遅
れ
た
と

の
し
ら
せ
で
探
し
に
戻
っ
た
と
き
、
幸
い
に
歩
兵
部
隊
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
転
ん
だ
車
両
を
起
こ
す
。
そ
れ
か
ら

は
ど
こ
の
部
隊
か
尋
ね
る
事
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
隊
の

位
置
が
分
か
る
の
だ
と
指
示
さ
れ
る
。

照
明
弾
が
赤
と
青
が
上
が
る
。
前
方
に
敵
あ
り
で
輜
重

隊
後
退
、
歩
兵
前
進
で
、
い
よ
い
よ
敵
と
遭
遇
、
戦
闘
開

始
。
一
大
隊
行
李
班
だ
け
な
ぜ
、
最
前
線
に
出
て
曳
光
弾

の
飛
び
交
う
所
に
位
置
し
た
の
か
、
当
時
連
隊
本
部
の
行

李
長
は
見
習
士
官
、
大
隊
長
か
ら
の
要
請
で
弾
薬
班
は
運

ぶ
の
に
糧
秣
も
全
部
部
隊
の
先
頭
に
出
た
の
か
、
ど
う
し

て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
無
理
し
て
あ
の
と
き
山
登
り
し
た
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り
駅
方
面
に
出
る
と
全
滅
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
戦
闘
中
隊
で
も
激
戦
中
山
を
下
っ
て
西
口
駅
方
面
に
出

た
者
や
他
の
大
隊
に
出
た
者
は
ほ
と
ん
ど
戦
死
し
て
い
る

と
の
情
報
が
あ
っ
た
。
あ
の
晩
曳
光
弾
に
追
わ
れ
る
よ
う

に
師
団
本
部
の
方
に
戻
っ
た
か
ら
一
兵
の
損
害
も
な
か
っ

た
。
敵
味
方
の
存
在
を
確
認
し
な
い
所
に
は
絶
対
車
両
部

隊
は
進
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
歩
兵
部
隊
は
自
分
一
人
だ

け
で
あ
る
が
、
行
李
は
馬
も
車
も
あ
る
。
川
一
つ
渡
る
に

し
て
も
、
流
れ
、
深
さ
、
速
さ
、
荷
物
も
よ
く
考
え
状
況

判
断
、
誤
れ
ば
部
隊
の
命
と
り
に
な
る
。

曳
光
弾
に
散
々
や
ら
れ
た
と
き
、
友
軍
の
方
向
と
思
わ

れ
る
右
手
の
山
か
ら
、
左
手
の
方
か
ら
も
一
斉
に
射
撃
さ

れ
た
と
き
は
既
に
大
隊
は
左
前
方
に
回
っ
て
難
を
逃
れ
、

我
々
の
進
ん
だ
窪
地
は
ソ
軍
の
背
後
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
れ
が
照
明
弾
で
背
後
に
進
行
し
た
た
め
に
一
斉
に
射
撃

さ
れ
て
、
す
べ
て
に
包
囲
挟
撃
さ
れ
る
。
行
李
長
、
一
刻

も
早
く
こ
こ
を
立
ち
去
れ
と
言
っ
た
の
も
、
ど
う
も
友
軍

は
い
な
い
し
、
こ
の
先
ソ
軍
部
隊
が
待
ち
伏
せ
し
て
い
る

よ
う
な
予
感
が
す
る
。
退
却
を
決
断
、
行
李
長
た
だ
あ
の

と
き
一
大
隊
だ
け
連
隊
本
部
か
ら
の
命
令
で
あ
そ
こ
ま
で

我
々
だ
け
が
進
ん
で
行
っ
た
も
の
か
、
疑
い
隠
せ
ず
、
八

月
十
三
日
か
ら
朝
に
か
け
て
曳
光
弾
に
銃
撃
さ
れ
た
。

十
五
日
の
十
時
こ
ろ
、
大
隊
長
負
傷
さ
れ
た
と
報
告

あ
っ
た
。
木
村
善
作
伍
長
が
、
歩
兵
の
連
中
、
ナ
ラ
の
木

で
天
幕
を
結
び
つ
け
て
そ
れ
に
乗
せ
て
運
ん
で
来
る
。
右

手
の
道
路
端
に
も
柳
の
木
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
生
え
て
い

る
。
道
路
と
山
の
中
間
は
温
地
原
で
あ
る
が
右
手
の
よ
う

で
な
く
平
地
の
よ
う
な
所
で
、
左
手
は
人
の
入
れ
な
い
水

の
多
い
湿
地
で
あ
る
。
大
隊
長
運
ん
で
連
隊
本
部
に
下
ろ

し
て
そ
の
夕
方
、
後
方
か
ら
戦
車
だ
あ
と
叫
ば
れ
て
柳
林

付
近
を
通
過
す
。
厳
戒
態
勢
他
の
部
隊
の
輜
重
が
砲
弾
で

散
々
砲
撃
さ
れ
て
、
あ
ち
こ
ち
人
馬
共
に
倒
れ
て
い
る
光

景
ま
さ
に
生
き
地
獄
で
あ
る
。
食
糧
も
弾
薬
も
補
給
困
難

に
な
る
。
万
一
の
た
め
手
榴
弾
一
個
ず
つ
渡
さ
れ
る
。
獣

医
部
蹄
鉄
工
山
本
金
十
郎
伍
長
・
盛
岡
出
身
か
ら
、
持
参

し
て
い
る
と
安
心
な
ん
だ
か
ら
と
一
個
渡
さ
れ
る
。
い
つ

使
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
手
榴
弾
二
個
の
重
さ
、
軽
身
行

軍
さ
え
疲
れ
る
の
に
二
つ
皆
よ
り
持
ち
二
倍
の
安
心
は
親
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切
。「
一
身
守
護
」「
敵
撃
滅
」
命
一
重
、
正
直
計
り
知
れ

ず
。朝

、
大
変
、
馬
が
い
な
い
。
寝
る
時
は
い
つ
も
手
綱
を

手
に
縛
っ
て
い
る
が
、
疲
れ
て
、
解
け
た
の
も
知
ら
ず
、

い
つ
し
か
放
れ
る
。
馬
だ
っ
て
腹
が
減
る
で
あ
ろ
う
、
草

を
食
っ
て
い
る
う
ち
に
解
け
た
で
あ
ろ
う
。
草
を
食
う
暇

さ
え
な
い
、
暇
で
餌
を
食
う
わ
け
で
な
い
。
人
よ
り
馬
の

方
が
重
労
働
で
つ
ら
か
ろ
う
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
疲
れ
か

ら
、
尻
た
た
か
れ
る
と
き
の
目
は
物
言
わ
ず
だ
け
の
ふ
び

ん
で
あ
る
。
二
、
三
人
で
連
隊
本
部
の
方
か
ら
師
団
司
令

部
と
回
り
始
め
て
十
五
、
六
分
経
て
か
ら
よ
く
似
た
馬
が

い
る
の
に
気
が
つ
き
、
傍
ら
に
行
く
と
、
ヒ
ヒ
ン
と
私
の

方
を
見
て
歩
い
て
来
る
。
助
か
っ
た
、
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
背
筋
が
寒
く
な
る
。

午
後
か
ら
曇
っ
て
夜
中
は
豪
雨
、
食
物
探
し
に
行
く
。

自
動
車
焼
失
、
残
骸
荷
物
は
離
散
し
て
い
る
所
に
出
く
わ

す
。
口
に
入
る
も
の
だ
け
拾
っ
て
く
る
。
馬
繫
索
を
回
し

て
仮
寝
、
豪
雨
耳
に
入
り
て
一
晩
寝
れ
ず
、
う
つ
ら
う
つ

ら
の
行
軍
。
人
馬
共
に
疲
労
の
極
に
達
す
。
陣
地
を
放

棄
、
五
叉
溝
の
厩
舎
か
ら
残
余
の
軍
馬
何
十
頭
も
各
隊
野

放
し
、
主
の
な
い
馬
が
集
団
作
っ
て
追
い
か
け
て
来
る
。

そ
の
中
に
は
背
を
怪
我
し
た
馬
に
ハ
エ
が
卵
を
生
み
つ

け
、
生
き
た
身
に
ウ
ジ
が
ご
ま
ん
と
、
う
よ
う
よ
動
い
て

い
る
。
見
る
目
は
ば
か
る
。
今
ま
で
苦
楽
を
共
に
し
て
い

た
の
に
、
た
だ
た
だ
苦
し
み
を
見
詰
め
て
行
軍
す
る
。
手

の
施
し
よ
う
も
な
い
。
数
団
に
別
れ
て
き
た
の
も
、
一
頭

減
り
二
頭
遅
れ
し
て
、
湿
地
に
入
り
足
を
取
ら
れ
て
沈
む

も
の
も
何
頭
か
見
受
け
ら
れ
た
。
大
興
安
嶺
は
木
の
あ
る

所
は
少
な
く
、
車
両
部
隊
は
敵
機
に
狙
わ
れ
や
す
く
行
軍

は
ま
ま
な
ら
ず
、
最
小
限
車
両
を
残
し
万
や
む
な
く
車
両

放
棄
す
。
食
糧
も
水
も
塩
も
す
べ
て
空
、
歩
行
す
れ
ば
足

元
ふ
ら
ふ
ら
、
夢
遊
病
者
の
ご
と
し
。
馬
の
脚
下
の
小
便

を
競
い
て
飲
む
。
米
本
連
隊
長
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
経
験

で
ア
マ
ド
コ
ロ
の
根
を
掘
り
、
黄
色
鶏
の
足
に
似
た
塊
茎

を
煮
て
ほ
ろ
苦
い
味
、
腹
に
一
物
も
な
い
か
ら
よ
く
食
っ

た
。
満
州
で
の
野
草
の
食
べ
ら
れ
る
研
究
の
成
果
が
戦
場

で
も
生
か
さ
れ
る
。
草
根
、
河
魚
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か

じ
り
、
大
興
安
嶺
か
ら
の
反
撃
を
信
じ
て
東
進
す
る
。
西
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口
の
激
戦
後
、
戦
死
者
重
傷
者
を
残
し
行
李
班
は
馬
に
草

も
や
れ
ず
、
た
だ
夜
だ
け
の
行
動
。
行
進
曲
の
文
句
で
な

い
け
れ
ど
も
、
ど
こ
ま
で
続
く
泥
濘
で
あ
る
。
行
軍
中
乗

馬
の
上
か
ら
他
部
隊
者
が
私
に
指
差
し
て
誰すい
何か
す
る
。
返

事
せ
ず
。
隣
に
誰
何
、
佐
々
木
一
等
兵
と
答
え
、
再
び
私

は
無
言
。
ち
ょ
っ
と
来
い
と
言
う
。
木
村
班
長
殿
、
鈴
木

に
用
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
行
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か

と
問
え
ば
、
ば
か
、
自
分
の
持
ち
場
離
れ
る
や
つ
が
あ
る

か
と
ど
な
ら
れ
る
。
誰
何
し
た
人
は
問
わ
れ
た
ら
す
ぐ
返

事
す
る
も
の
だ
と
ピ
ス
ト
ル
を
向
け
ら
れ
る
。
ス
パ
イ
が

横
行
し
て
不
審
者
は
即
銃
殺
、
憲
兵
の
特
権
が
あ
っ
た
で

は
な
か
ろ
う
か
。
疲
労
の
ど
ん
底
で
返
事
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。号

什
台
の
戦
闘
三
大
隊
患
者
収
容
。

八
月
二
十
二
、
三
日
こ
ろ
、
輜
重
か
行
李
か
爆
撃
と
砲

撃
さ
れ
た
の
報
に
接
し
、
三
大
隊
竹
内
小
隊
長
が
来
て
、

負
傷
患
者
が
出
た
か
ら
応
援
と
の
こ
と
。
一
大
隊
で
な
い

か
ら
三
大
隊
長
に
話
し
て
、
三
大
隊
の
行
李
班
に
お
願
い

す
る
の
が
常
識
だ
し
、
い
つ
、
ど
こ
で
何
が
起
こ
る
か
、

他
の
隊
に
行
っ
て
自
分
の
方
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
大

変
と
思
い
な
が
ら
も
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
竹
内
小
隊
長

案
内
役
に
行
く
。
夕
日
は
高
い
か
ら
明
る
い
う
ち
に
帰
れ

る
で
あ
ろ
う
と
考
え
出
発
す
。
部
隊
が
休
ん
で
い
る
夜
だ

け
の
行
動
し
て
い
る
と
き
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
帰
ら
な

い
と
部
隊
の
居
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
は
当
然
。
暗
く

な
る
と
ま
た
行
動
部
隊
の
行
先
不
明
、
困
難
を
承
知
し
な

が
ら
ど
こ
を
目
標
に
す
る
。
山
や
木
が
同
じ
よ
う
で
、
大

海
の
中
を
小
舟
に
乗
る
気
持
ち
で
あ
る
。
万
一
班
長
事
故

あ
っ
た
ら
近
く
の
部
隊
の
指
揮
下
に
入
っ
て
原
部
隊
復
帰

す
る
よ
う
に
言
い
含
め
ら
れ
る
。
二
時
間
は
歩
い
た
。
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
小
休
止
も
な
し
、
方
向
も
分
か
ら
な
い
。

竹
内
見
習
士
官
な
お
も
先
を
急
ぐ
。
馬
は
し
き
り
に
草
を

食
う
、
馬
糧
も
与
え
て
い
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
。
暗
く

な
る
、
道
路
も
山
道
も
未
だ
見
当
つ
か
ず
暗
く
な
る
と
部

隊
も
行
進
す
る
。
進
む
か
戻
る
か
気
ば
か
り
焦
り
、
行
き

先
分
か
ら
ず
他
の
部
隊
か
ら
の
依
頼
に
余
計
に
焦
る
。
既

に
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
道
程
に
要
し
た
時
間
五
時
間
、
竹

内
小
隊
長
は
、
山
道
は
既
に
見
失
っ
た
、
歩
い
て
い
る
所
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は
道
で
は
な
い
。
変
だ
、
ど
の
辺
か
わ
か
ら
な
い
。
問
え

ば
分
か
ら
ぬ
で
は
困
る
、
敵
中
に
入
っ
て
い
た
ら
大
変

だ
、
本
当
に
こ
の
辺
か
と
念
を
押
す
。
う
そ
返
事
分
か
っ

て
い
れ
ば
こ
ん
な
心
配
は
な
い
、
沈
黙
。
腹
立
て
ず
に
一

時
小
休
止
。
腰
は
お
ろ
し
て
は
な
ら
な
い
。
暗
く
な
れ
ば

眠
気
が
出
る
と
、
相
互
に
声
を
掛
け
合
う
。
夜
も
十
二
時

過
ぎ
、
荒
涼
と
し
た
星
だ
け
が
悲
し
く
冷
た
く
輝
く
。
任

務
未
だ
果
た
さ
ぬ
故
に
そ
う
見
え
る
。
日
本
の
空
で
見
る

星
よ
り
も
大
き
く
光
も
強
く
数
も
多
く
見
え
る
。
こ
れ
が

満
州
大
陸
。
こ
の
辺
に
建
物
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
周
囲
を

隊
長
が
見
渡
す
。
翌
日
午
前
一
時
は
過
ぎ
た
。
砲
弾
で
崩

れ
落
ち
た
煉
瓦
造
り
の
一
軒
家
、
あ
れ
に
も
し
や
と
期
待

を
寄
せ
て
進
む
。
隊
長
は
小
声
で
大
丈
夫
か
と
問
う
。
誰

何
す
れ
ど
も
患
者
に
は
大
声
も
出
さ
れ
ず
、
敵
で
あ
っ
た

ら
の
懸
念
。
建
物
に
進
入
、
一
番
奥
の
方
に
重
な
り
合
う

よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
小
声
で
、
居
る
か
と
問
う
。
外
套

を
か
ぶ
っ
て
助
け
を
待
っ
て
い
た
。
言
葉
も
ハ
ッ
キ
リ
聞

き
取
れ
な
い
、
敵
か
も
し
れ
な
い
疑
念
、
相
互
に
恐
る
恐

る
近
づ
く
。
あ
っ
、
味
方
だ
。
十
二
人
、
入
っ
て
行
く
。

誰
と
も
な
く
、
助
か
っ
た
助
か
っ
た
と
喜
び
合
い
、
涙
声

で
目
が
潤
む
。

車
両
に
二
人
乗
せ
、
一
人
は
別
の
車
両
に
乗
せ
て
帰
ろ

う
と
し
た
ら
、
患
者
た
ち
は
、
ま
だ
こ
の
付
近
に
い
る
は

ず
、
探
し
て
く
れ
と
言
う
の
で
、
手
分
け
し
、
心
早
に
探

す
。
窪
地
に
五
、
六
人
負
傷
者
、
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
。
一

緒
に
居
な
か
っ
た
の
か
。
思
っ
た
よ
り
元
気
だ
っ
た
。
一

人
だ
け
足
不
自
由
で
車
に
乗
せ
、
二
十
人
以
上
の
小
部
隊

に
な
る
。
星
を
頼
り
に
帰
る
。
東
の
空
は
明
る
く
な
る
。

号
什
台
の
戦
闘
前
、
ハ
マ
コ
ー
ザ
ま
で
か
ハ
マ
コ
ー
ザ
か

ら
号
什
台
の
間
、
収
容
地
が
あ
る
。
顔
が
分
か
る
ま
で
小

休
止
。
後
方
か
ら
歩
い
て
来
た
は
ず
の
竹
内
隊
長
と
当
番

兵
二
人
は
落
伍
し
た
。
誰
も
知
ら
な
い
。
三
大
隊
の
患
者

を
運
ば
せ
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
。
再
び
一
緒
に

な
ら
な
か
っ
た
。
部
隊
が
待
っ
て
い
る
方
向
、
南
面
を
確

か
め
よ
う
と
し
た
ら
、
騎
兵
隊
一
団
我
々
の
方
向
に
前

進
、
い
ち
早
く
我
ら
の
小
部
隊
発
見
し
た
か
、
姿
が
消
え

る
。
患
者
窪
地
退
避
、
三
人
ず
つ
道
路
警
戒
と
開
拓
地
の

道
路
が
車
両
で
行
け
る
か
、
二
人
で
敵
状
捜
索
を
兼
ね
て
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路
上
に
出
る
。
車
両
一
台
分
通
れ
る
側
溝
に
雨
上
が
り
の

き
れ
い
な
水
い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
て
い
る
。
水
筒
に
詰
め

る
。
敵
状
発
見
、
患
者
輸
送
任
務
だ
か
ら
戦
闘
は
避
け
ね

ば
な
ら
ぬ
、
後
退
準
備
。
突
然
パ
ン
パ
ン
銃
声
、
ピ
ュ

ピ
ュ
敵
の
至
近
弾
、
耳
を
か
す
め
て
コ
ウ
リ
ャ
ン
に
プ
ス

プ
ス
当
た
る
。
無
防
備
。
五
、
六
発
飛
ん
で
来
た
が
中

止
、
霧
は
患
者
の
い
る
方
か
ら
晴
れ
て
き
た
。
分
隊
長

殿
、
敵
か
ら
何
か
合
図
し
て
い
る
様
子
、
赤
と
白
の
旗
の

よ
う
な
も
の
が
チ
ラ
ツ
キ
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
日
の

丸
、
直
感
し
て
国
旗
を
銃
に
縛
っ
て
敵
が
見
え
る
路
上
に

出
す
。
千
メ
ー
ト
ル
、
四
百
メ
ー
ト
ル
と
接
近
、
コ
ウ

リ
ャ
ン
か
ら
動
く
丘
の
上
か
ら
、
あ
っ
友
軍
、
日
の
丸

だ
。
互
い
に
オ
ー
イ
と
呼
び
な
が
ら
十
二
、
三
騎
の
兵
が

目
前
の
横
道
か
ら
出
て
佐
藤
竹
隊
と
思
っ
て
い
た
が
日
本

馬
で
な
く
満
馬
の
葦
毛
馬
で
あ
っ
た
。
部
隊
の
い
る
方
向

を
尋
ね
た
。
真
っ
す
ぐ
に
こ
の
道
路
を
行
け
ば
部
落
が
あ

る
か
ら
、
そ
こ
に
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
戦
記
の
中

に
、
三
大
隊
行
李
班
三
個
分
隊
全
滅
し
た
、
未
だ
不
明
、

記
録
さ
れ
て
い
る
の
も
同
じ
地
点
で
あ
る
と
聞
い
て
背
筋

が
寒
く
な
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
ま
た
、
二
大
隊

の
一
個
分
隊
行
方
不
明
も
同
地
点
。
他
の
部
隊
か
ら
頼
ま

れ
て
九
死
に
一
生
、
無
事
で
丸
十
六
時
間
ぶ
り
に
復
帰

す
。
大
興
安
嶺
で
、
東
西
南
北
不
明
、
暗
黒
山
中
に
烏
の

絵
の
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
捜
索
収
容
、
敵
中
行
動
不
可

解
。
戦
争
は
空
想
で
は
な
い
。

号
什
台
の
激
戦
患
者
収
容
し
た
帰
路
、
銃
声
が
前
方
に

聞
こ
え
る
。
ま
す
ま
す
激
し
さ
を
増
す
。
前
線
小
高
い
丘

陵
の
中
腹
を
他
の
部
隊
の
輜
重
か
行
李
か
、
晩
分
隊
二
個

分
隊
登
っ
て
行
く
。
距
離
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
黒

ア
リ
の
よ
う
に
登
っ
て
行
く
の
が
よ
く
見
え
る
。
突
然
敵

機
襲
来
、
ド
カ
ン
ド
カ
ン
爆
撃
、
二
、
三
車
両
人
馬
も
ろ

と
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
兵
隊
は
ク
モ
の
子
散
る
よ
う
に
右

往
左
往
。
山
に
登
っ
て
行
く
者
、
黒
点
で
動
か
ぬ
の
は
即

死
、
遅
れ
な
が
ら
地
を
は
う
よ
う
に
し
て
登
る
の
が
見
え

る
。
悲
壮
な
る
最
期
、
最
前
線
の
輜
重
隊
行
李
班
、
振
り

か
か
る
火
の
粉
は
い
つ
し
か
我
々
に
も
遠
く
眺
め
る
、
互

い
に
無
言
で
見
直
す
。

八
月
十
五
日
以
後
で
も
敵
機
来
襲
が
あ
っ
た
。
師
団
は
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終
戦
も
知
ら
ず
各
地
転
戦
す
。
飛
行
機
飛
来
し
て
師
団
長

中
村
中
将
閣
下
、
真
実
を
知
り
、
異
口
同
音
、
号
泣
す
。

よ
も
や
関
東
軍
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
九
日
、
ジ
ャ
ラ

イ
特
旗
イ
ン
ト
ル
に
お
い
て
す
べ
て
の
武
器
を
捨
て
壊
滅

す
。
無
抵
抗
無
法
無
秩
序
、
哀
れ
ソ
軍
警
備
兵
の
銃
剣
に

突
き
つ
け
ら
れ
生
き
た
心
地
せ
ず
。
作
業
大
隊
編
成
の
た

め
、
チ
チ
ハ
ル
へ
の
途
中
、
満
人
が
隊
列
の
中
に
割
り
込

み
目
ぼ
し
い
も
の
略
奪
さ
れ
放
題
。

九
月
、
半
島
大
隊
本
部
要
員
と
し
て
二
大
隊
兵
舎
に
十

五
人
行
く
。
関
根
惇
史
少
尉
・
高
崎
出
身
、
当
番
十
一
月

三
日
ま
で
、
作
業
大
隊
編
成
の
た
め
貨
車
に
乗
る
。
行
き

先
不
明
。
途
中
停
車
中
の
汽
車
に
衝
突
、
本
部
の
貨
車
破

壊
、
一
人
死
亡
。
ド
カ
ン
、
爆
撃
さ
れ
た
よ
う
な
音
。
暗

黒
、
脱
線
、
満
人
機
関
手
ア
イ
ゴ
ウ
ア
イ
ゴ
ウ
悲
痛
の
叫

び
、
ソ
軍
兵
即
射
殺
す
。

日
本
ダ
モ
イ
と
言
っ
て
十
一
月
四
日
出
発
。
十
一
月
九

日
チ
タ
地
区
チ
ェ
ル
ノ
フ
ス
カ
ヤ
十
二
分
所
、
斉チ
チ々

哈ハ
爾ル

第
十
四
作
業
大
隊
加
藤
千
代
之
助
少
佐
千
四
百
人
、
北
海

道
・
本
州
・
九
州
混
成
患
者
作
業
隊
下
車
。
殺
風
景
、
日

本
な
ら
食
糧
倉
庫
の
建
物
数
軒
並
ん
で
い
る
駅
か
ら
一
時

間
く
ら
い
歩
い
た
板
囲
い
の
二
十
棟
、
十
メ
ー
ト
ル
の
見

張
台
、
未
完
成
の
三
条
鉄
線
、
入
所
し
て
か
ら
交
替
交
替

で
自
縄
自
縛
で
張
り
め
ぐ
ら
す
。
日
本
ダ
モ
イ
が
こ
れ
か

ら
始
ま
る
生
き
地
獄
。
な
ぜ
こ
ん
な
作
業
。
込
み
入
っ
た

日
常
生
活
。
西
口
の
激
戦
、
号
什
台
の
大
激
戦
、
多
く
の

戦
友
が
日
本
勝
利
を
信
じ
、
国
安
か
れ
と
は
裏
腹
に
、
敗

戦
、
停
戦
、
抑
留
生
活
、
希
望
も
な
い
。
嫌
反
す
れ
ば
即

銃
殺
、
武
士
の
問
答
無
用
切
捨
御
免
再
来
、
何
の
因
果
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
あ
り
が
た
大
迷
惑
、
乗
り

切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
食
い
つ
も
豆
、
旧
軍
の
携
帯
牛
肉
缶
詰
空
き
缶
が
食

器
、
茶
飲
み
茶
わ
ん
の
大
き
さ
一
食
が
入
る
量
、
二
十
二

粒
数
え
な
が
ら
腹
満
た
す
。
二
週
間
も
続
く
。
食
べ
終
わ

る
と
空
き
缶
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
。
患
者
続
出
。
戦
闘
中
の
疲

労
、
寒
さ
と
飢
え
、
栄
養
失
調
、
黄
だ
ん
、
い
や
す
こ
と

止
ま
ら
ず
、
病
死
者
続
出
。
凍
土
の
た
め
葬
ら
れ
ず
に
入

口
に
無
造
作
に
山
積
み
す
。
こ
の
世
の
情
況
に
あ
ら
ず
。

私
の
班
に
も
三
人
の
患
者
出
て
看
病
人
が
な
く
て
病
室
に
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勤
務
す
。
感
染
恐
れ
て
行
く
人
も
な
し
。
予
防
薬
な
し
、

シ
ラ
ミ
の
媒
介
、
ダ
ニ
発
生
に
て
発
疹
チ
フ
ス
横
行
。
金

沢
正
治
・
久
慈
出
身
、
早
大
文
学
部
卒
、
娘
二
歳
の
と
き

出
征
。
別
れ
し
と
き
の
か
わ
い
か
っ
た
目
耳
口
、
あ
と
は

何
褒
め
た
ら
い
い
ん
だ
と
私
に
聞
く
。
会
い
た
い
見
た
い

の
親
心
、
娘
の
名
呼
ん
で
自
慢
話
、
尽
き
ぬ
話
に
花
咲
か

す
。
再
会
成
長
も
つ
か
の
間
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十

三
日
早
朝
、
娘
の
名
を
呼
ん
で
再
び
目
開
か
ず
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
四
日
、
ブ
ン
ゲ
ル
作
業
、
同
郷
土

渕
出
身
一
ノ
渡
市
太
郎
に
知
り
合
う
。
師
団
司
令
部
高
等

官
待
遇
設
計
技
師
、
中
村
某
東
京
都
出
身
、
一
緒
に
身
体

検
査
。
女
医
下
半
身
下
げ
し
り
を
つ
ね
っ
て
の
健
康
診

断
。
右
義
眼
を
見
て
ア
メ
リ
カ
で
手
術
し
た
か
と
問
わ
れ

る
。
オ
カ
患
者
と
し
て
軽
作
業
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
一
月
七

日
ま
で
の
間
、
給
与
係
、
三
、
七
、
十
二
、
十
三
、
十
七

の
棟
、
飯
上
げ
。
秋
田
県
出
身
、
酒
蔵
御
曹
子
島
津
中
尉

は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
飯
上
げ
だ
な
と
言
わ
れ
る
。
離
合

集
散
で
棟
換
え
で
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
か

と
思
っ
た
。
配
膳
分
配
の
と
き
は
七
十
人
の
異
様
の
目
を

受
け
な
が
ら
分
配
す
る
。
多
い
少
な
い
の
三
食
時
の
興

奮
、
争
い
、
常
に
絶
え
ず
。
た
る
に
、
飯
ご
う
に
水
を
入

れ
基
準
の
物
差
し
作
り
、
苦
情
申
し
出
た
多
い
少
な
い
の

入
れ
物
を
皆
の
前
で
差
し
を
入
れ
る
と
多
少
の
変
化
な
し

で
納
得
し
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の
目
の
欲
な
る
こ
と
、

目
前
公
平
配
膳
で
、
い
つ
し
か
ど
こ
の
棟
に
移
っ
て
も
給

与
係
依
頼
さ
れ
る
し
、
職
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
責
任
を

果
た
し
ま
し
た
。

ヤ
ポ
ン
松
岡
イ
エ
ス
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
松
岡
洋
右

知
ら
ぬ
人
は
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
自
身
駅
ま
で
見
送
り
の

話
。
ヤ
ポ
ン
松
岡
英
雄
扱
い
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が

日
本
の
油
断
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。「
条
約
は
破
る
も

の
」
と
不
可
侵
条
約
一
方
的
に
破
棄
。
日
本
、
正
直
者
、

煮
え
湯
飲
ま
さ
れ
る
。

一
月
一
日
、
四
月
二
十
九
日
、
祭
日
、
祝
日
は
朝
か
ら

夕
方
ま
で
外
に
出
さ
れ
る
。
ヤ
ポ
ン
切
腹
と
信
念
の
強
さ

の
恐
れ
か
ら
と
の
こ
と
、
不
穏
の
動
き
、
持
ち
物
検
査
ま

で
実
施
す
る
。
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漫
画
本
に
シ
ベ
リ
ア
で
小
便
す
る
と
き
は
金
づ
ち
持
参

す
る
、
小
便
を
す
る
下
か
ら
凍
っ
て
山
に
な
っ
て
く
る
。

あ
あ
、
こ
の
こ
と
を
言
う
の
か
。
う
そ
の
よ
う
な
本
当
の

話
。
寒
い
話
で
息
も
凍
り
そ
う
に
な
る
。

昭
和
二
十
二
年
一
月
八
日
、
チ
タ
三
八
一
収
容
所
、
仕

事
で
の
要
請
か
結
束
を
恐
れ
て
の
転
属
か
、
コ
ル
ホ
ー

ズ
。
長
い
畝
三
本
、
芋
ま
き
で
一
日
ノ
ル
マ
終
わ
り
、
早

く
終
わ
っ
た
の
で
手
伝
っ
た
ら
、
や
め
ろ
と
言
わ
れ
る
。

向
こ
う
が
ノ
ル
マ
上
が
る
か
ら
と
の
こ
と
。
働
か
ざ
る
者

は
食
う
べ
か
ら
ず
、
仕
事
そ
の
も
の
よ
り
ノ
ル
マ
が
大

切
。製

材
所
に
手
伝
い
に
行
く
。
廃
材
捨
て
終
わ
り
ト
ロ
ッ

コ
に
乗
っ
て
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、
乗
り
切
ら
ぬ
う
ち
に

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ら
れ
転
倒
、
失
神
。
気
が
つ
い
た
と
き

は
首
は
車
輪
の
下
、
小
指
一
指
だ
け
つ
ぶ
れ
て
軽
傷
、
す

ぐ
ス
イ
ッ
チ
切
っ
た
か
ら
助
か
る
。
そ
の
ま
ま
い
れ
ば
絞

首
刑
で
首
コ
ロ
リ
。

命
か
ら
が
ら
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
日
本
ダ
モ
イ
。
チ

タ
地
区
三
八
一
収
容
所
出
発
ナ
ホ
ト
カ
着
。
大
き
な
集
会

所
三
平
方
に
相
互
に
十
人
で
の
寝
食
。
足
で
頭
け
ら
れ
、

騒
動
す
れ
ば
ダ
モ
イ
取
消
し
。
ガ
マ
ン
ガ
マ
ン
。
ト
イ
レ

は
順
番
、
三
十
分
待
ち
で
漏
ら
し
者
続
出
。
港
、
天
候
不

順
で
乗
船
で
き
ず
。
洋
服
屋
い
な
い
か
で
、
帰
国
目
前
を

控
え
て
技
術
あ
る
が
故
に
そ
の
ま
ま
帰
ら
ず
、
技
術
あ
る

も
良
し
悪
し
。
天
候
悪
化
で
船
が
近
寄
れ
ず
、
海
辺
の
湿

地
に
一
夜
明
か
す
。

五
月
二
十
四
日
、
昨
日
の
荒
れ
が
う
そ
の
よ
う
。
大
き

な
勇
姿
、
永
禄
丸
、
目
前
に
大
き
な
体
の
米
内
閣
下
の
姿

が
浮
か
ぶ
。
天
候
も
今
日
は
我
ら
を
祝
福
す
る
ご
と
く
穏

や
か
に
、
船
酔
い
や
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
二
、
三
日
航

海
を
神
に
念
じ
、
我
々
の
多
年
の
辛
苦
を
ね
ぎ
ら
う
よ
う

に
誰
一
人
と
し
て
酔
う
人
も
な
く
、
生
き
て
日
本
に
帰

る
。た

だ
た
だ
残
念
に
、
い
ま
だ
に
ソ
連
と
平
和
条
約
結
ば

れ
ず
祖
先
が
待
つ
冥
府
に
も
入
れ
ず
、
美
辞
麗
句
に
あ
が

め
し
英
霊
、
紺
碧
の
故
里
目
前
の
先
祖
迎
え
て
る
。
生
ま

れ
と
な
ん
で
木
の
葉
散
る
、
は
つ
る
悲
し
み
裏
お
も
て
。

赫
々
の
武
勲
、
関
東
軍
よ
も
や
籍
を
置
い
て
弐
百
壱
日
飢
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餓
と
酷
寒
の
死
闘
、
風
前
の
灯
六
百
五
日
経
て
五
月
二
十

六
日
舞
鶴
入
港
。
寮
に
は
御
苦
労
様
の
労
の
書
あ
り
。
日

本
上
陸
、
新
緑
の
に
お
い
い
っ
ぱ
い
吸
い
な
が
ら
六
月
二

日
遠
野
駅
着
。
入
隊
か
ら
イ
ン
ト
ル
武
器
納
ま
で
終
始
お

世
話
に
な
っ
た
木
村
善
作
氏
復
員
後
亡
く
な
ら
れ
、
今
語

り
合
え
ぬ
わ
び
し
さ
。
冥
福
祈
る
。
合
掌
。

生
活
の
畳
業
、
子
二
人
と
孫
二
人
に
恵
ま
れ
平
凡
の
生

活
。
市
か
ら
依
頼
さ
れ
昭
和
三
十
四
年
統
計
調
査
員
と
し

て
各
種
統
計
に
従
事
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日

大
正
十
四
年
七
月
二
十
六
日

現
住
所

岩
手
県
遠
野
市
穀
町

学

歴

県
立
遠
野
高
等
学
校
二
十
七
年
卒
業

入
隊
前
職
歴

昭
和
十
五
年
県
立
遠
野
中
学
校
喇
叭
手

心
得

〃

十
七
年
岩
手
興
産
無
盡
株
式
会
社

書
記
補

〃

十
九
年
神
奈
川
県
寒
川
町
日
本
内

燃
機
株
式
会
社

軍

歴

昭
和
二
十
年
二
月
十
日

弘
前
東
部
八

十
部
隊

〃

二
十
年
二
月
二
十
三
日

満
州
一

〇
七
師
団
二
〇
一
部
隊
一
大
隊
本

部
猪
俣
隊

〃

二
十
年
九
月

武
装
解
除

シ
ベ
リ
ア
抑
留

〃

二
十
年
十
一
月

チ
チ
ハ
ル
十
四

作
業
大
隊
チ
タ
地
区
チ
ェ
ル
ノ
フ

ス
カ
ヤ
十
二
分
所

〃

二
十
二
年
一
月

チ
タ
地
区
三
八

一
収
容
所

〃

二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

永
禄

丸
に
て
舞
鶴
帰
国

帰
国
後
の
職
歴

〃

二
十
二
年
六
月

鈴
木
屋
山
重
畳

店
経
営

現
在
に
至
る

表

彰

国
勢
調
査
員
総
理
府
統
計
局
長
感
謝
状

統
計
調
査
員
岩
手
県
知
事
感
謝
状

住
宅
土
地
統
計
指
導
員
総
務
長
官
感
謝
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